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日
か
ら
５
月
28
日
に
か
け

て
、
県
内
各
地
で
新
点
数
検

討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
各
地
で
検

討
会
を
行
う
の
は
６
年
ぶ
り

と
な
り
、
今
回
、
医
科
は
県

内
６
ヵ
所
、
歯
科
は
７
ヵ
所

で
行
い
ま
す
。

　
４
月
11
日
の
盛
岡
会
場
に

は
、
医
科
１
６
３
名
、
歯
科

90
名
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で

の
各
地
で
の
参
加
者
数
は
医

科
歯
科
あ
わ
せ
て
４
０
０
名

を
超
え
て
い
ま
す
。

　
医
科
で
は
坂
本
公
児
副
会

長
、
佐
々
木
千
恵
子
、
千
葉

恭
一
各
常
任
理
事
、
歯
科
で

は
小
山
田
榮
二
会
長
、
米
持

武
美
副
会
長
、
東
山
敬
貴
常

任
理
事
、
外
川
正
洋
理
事
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
医
科
新
点
数
検
討
会
で
使

用
し
た
「
点
数
表
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
」
は
３
月
末
の
発
行

だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の

最
新
情
報
を
網
羅
し
た
書
籍

「
新
点
数
Ｑ
＆
Ａ
レ
セ
プ
ト

の
記
載
」
が
４
月
末
に
発
行

４
０
０
名
以
上
が
参
加

新
点
数
検
討
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
点
数
運
用
上
の
疑
問
に

答
え
、
レ
セ
プ
ト
記
載
方
法

の
変
更
に
対
応
し
た
書
籍
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
際
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
（
在
庫
限
り
と

な
り
ま
す
）。

署名にご協力お願いします！署名にご協力お願いします！ 

ロキソニンやアレグラなど

薬の追加負担はやめてください‼

　政府は77成分・約1,100品目の薬につい
て、１～３割の窓口負担とは別に「特別料金
（薬剤費の25％）」を患者に追加負担させる方針を決めました。
　対象の薬は痛み止めや花粉症治療薬、皮膚疾患の保湿剤など、日常的に使
われている薬です。
　政府は現役世代の保険料軽減のためとしていますが、花粉症やアトピー性
皮膚炎などのアレルギー性疾患の患者は、すべての世代で負担が増えます。
　当会では、この追加負担をなくすことを求める署名を行い、国会に提出し
ます。
　各地の新点数検討会にご参加された皆さまからたくさんのご協力をいただ
き、ありがとうございました。今回の署名は、待合室などに置いていただき、
多くの患者さんに薬代の負担が増えることを知っていただき、患者さんにも

ご協力をい
ただければ
幸いです。

署名要領
５名連記となっていますが、全部埋まらなくても結構です。
未成年の署名や代筆も有効です。
消えないボールペンでご記入ください。
締め切り：５月末日（同封の返信用封筒にてご返送ください）
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は  

り

　

未
だ
に
紙
カ
ル
テ
を
使
っ

て
い
る
。

　

紙
カ
ル
テ
を
読
み
返
す
と
、

筆
跡
に
様
々
な
情
報
が
織
り

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

飛
ぶ
よ
う
に
書
き
殴
っ
て

い
る
よ
う
な
字
を
見
る
と
、

そ
の
時
は
混
ん
で
い
た
よ
う

だ
と
想
像
で
き
る
。
怒
り
に

震
え
て
い
た
り
、
穏
や
か
な

優
し
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
り
、

そ
ん
な
感
情
も
筆
跡
か
ら
想

像
で
き
る
。
書
い
た
時
の
状

況
を
鮮
明
に
思
い
出
せ
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
う
、
カ
ル
テ

を
記
載
し
た
時
の
患
者
さ
ん

の
表
情
ま
で
思
い
出
せ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

重
要
な
事
を
書
い
て
い
る

時
は
、
自
然
に
大
き
く
は
っ

き
り
筆
圧
を
か
け
て
書
い
て

い
る
。
太
い
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

使
っ
て
書
い
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。

　

ま
た
自
分
の
体
調
も
筆
跡

か
ら
分
か
る
。
体
調
が
悪
そ
う

な
フ
ラ
フ
ラ
し
た
文
字
を
見

る
と
、
こ
の
時
の
判
断
は
ど

う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
患

者
さ
ん
に
失
礼
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
な
ど
と
反
省
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　

紙
カ
ル
テ
は
字
面
以
外
に

様
々
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
書
い
た
時

の
状
況
を
客
観
的
に
証
明
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
私
以

外
の
人
間
が
見
て
分
か
る
も

の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
が
す
っ
か
り
電
子
カ
ル
テ

に
置
き
換
わ
る
と
い
う
の
は

非
常
に
寂
し
い
。

（
室
岡
）

追
加
負
担
す
る
こ
と
は
、
健

康
保
険
法
の
付
則
で
「
将
来

に
わ
た
っ
て
７
割
の
給
付
を

維
持
す
る
」
と
明
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
法
の
趣
旨

に
も
反
し
て
お
り
、
患
者
の

受
療
権
、
健
康
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
で
窓
口
の
支
払
い

が
無
料
と
な
っ
て
い
て
も

「
特
別
料
金
」
は
別
途
支
払

う
こ
と
に
な
り
、
少
子
化
対

策
か
ら
も
逆
行
す
る
と
訴
え

ま
し
た
。

　
黒
田
副
会
長
は
、
上
野
厚

労
大
臣
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
」
の
見
直
し
で
、
１
人
あ

た
り
社
会
保
険
料
が
年
間
約

４
０
０
円
し
か
減
ら
な
い
と

答
え
て
お
り
、
癌
の
治
療
な

第49回
定期総会のご案内定期総会のご案内

2026年6月21日（日）
エスポワールいわて 大中ホール
（盛岡市中央通1丁目1－38）

総 会　 15:30～16:00
懇 親 会　 16:10～17:30

会員の先生方には後日、出欠はがきを
お送りします。
たくさんの先生のご参加、お待ちして
おります。

り
花
粉
症
の
薬
が
必
要
と
な

れ
ば
「
特
別
料
金
」
に
よ
り

負
担
は
よ
り
増
す
こ
と
に
な

る
こ
と
か
ら
、
受
診
抑
制
を

引
き
起
こ
し
て
患
者
は
苦
し

い
思
い
を
す
る
た
め
、
県
議

会
か
ら
も
意
見
書
を
発
出
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
城
内
議
長
は
、
前
回
提
出

し
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
「
保

険
適
用
除
外
」
を
求
め
た
請

願
に
つ
い
て
も
委
員
会
で
し

っ
か
り
議
論
し
た
が
、
新
た

に
情
勢
に
あ
っ
た
請
願
の
内

容
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
委
員
会
で
審
議
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
請
願
は
３
月
18
日
の
委
員

会
で
審
議
さ
れ
、
３
月
23
日

の
本
会
議
に
て
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　
３
月
12
日
、
当
会
含
む
３

団
体
合
同
で
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
に
係
る
特
別
料
金
導
入
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
」
を
城

内
愛
彦
岩
手
県
議
会
議
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
小
山
田
会
長
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
77
成
分
１
千
１
０
０

品
目
の
薬
に
つ
い
て
、
窓
口

負
担
と
は
別
に
、
薬
剤
費
の

25
％
を
保
険
給
付
か
ら
外

し
、「
特
別
料
金
」
と
し
て

保
険
料
軽
減
効
果
わ
ず
か

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
「
特
別
料
金
」
廃
止
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
議
会
に
請
願

ど
で
高
額

な
医
療
費

を
負
担
し

て
い
る
患

者
も
、
花

粉
症
に
な

・新点数検討会に400名以上が参加 （1面）
・OTC類似薬の請願　県議会に提出 （1面）
・届出の出し忘れにご注意を！ （2面）
・医療連携シリーズ②
「骨粗鬆症診療の質を高める医療連携の力」 
   （2面）
・学校健診後治療調査結果 （3、4面）
・医院のための労務ワンポイントアドバイス  

（4面）

163名が参加した盛岡会場（医科）

城内県議会議長（左から２人目）に
請願提出 会員特別価格：1,000 円

（定価：3,000 円）

　
当
会
で
は
、
６
月
の
診
療

報
酬
改
定
を
前
に
、
４
月
９
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医
療
連
携
シ
リ
ー
ズ
②

骨
粗
鬆
症
診
療
の
質
を
高
め
る
医
療
連
携
の
力

骨
粗
鬆
症
診
療
の
質
を
高
め
る
医
療
連
携
の
力

青
森
労
災
病
院
　
整
形
外
科
　
手
外
科
セ
ン
タ
ー
長

青
森
労
災
病
院
　
整
形
外
科
　
手
外
科
セ
ン
タ
ー
長
　
岩岩    

崎崎    

弘弘    

英英

　
骨
粗
鬆
症
診
療
で
重
要
な

の
は
、
骨
折
を
治
す
こ
と
だ

け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
次
の
骨

折
を
防
ぐ
視
点
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
。
高
齢
者
で
は
一
度

の
脆
弱
性
骨
折
が
移
動
能
力

や
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
を
招
き
、

要
介
護
化
の
契
機
と
な
る
。

し
か
も
骨
折
後
１
年
以
内
は

再
骨
折
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ

の
時
期
に
骨
粗
鬆
症
治
療
へ

確
実
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
が

予
後
を
左
右
す
る
。

　
し
か
し
実
臨
床
で
は
、
骨

折
治
療
は
行
わ
れ
て
も
、
骨

粗
鬆
症
の
評
価
、治
療
導
入
、

服
薬
継
続
支
援
、
転
倒
予
防

ま
で
一
貫
し
て
実
施
す
る
の

は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
に

医
療
連
携
の
意
義
が
あ
る
。

　
当
院
で
はFLS(Fracture 

Liaison Service)

の
考
え

方
の
も
と
、
整
形
外
科
医
だ

け
で
な
く
、
看
護
師
、
薬
剤

師
、
理
学
療
法
士
、
管
理
栄

養
士
、
臨
床
心
理
士
、
放
射

線
部
門
、
医
療
事
務
、
さ
ら

に
口
腔
外
科
が
関
わ
り
、
患

者
ご
と
の
課
題
を
共
有
し
て

い
る
。

　
服
薬
継
続
が
難
し
い
背
景

に
は
、
認
知
機
能
、
生
活
環

境
、
通
院
負
担
、
栄
養
状
態
、

治
療
理
解
の
不
足
な
ど
多
面

的
な
問
題
が
あ
り
、
単
職
種

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

　
薬
剤
師
に
よ
る
処
方
提
案

や
服
薬
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
転
倒
予
防
、

栄
養
面
か
ら
の
介
入
を
重
ね

る
こ
と
で
、
治
療
導
入
率
と

継
続
率
の
向
上
が
期
待
で
き

る
。

　
実
際
に
当
院
で
も
体
制
整

備
に
よ
り
骨
粗
鬆
症
治
療

率
の
改
善
が
み
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
地
域
で
はW

eb 
m
eeting

や
デ
ー
タ
集
積
の

取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
横
断
的
な
連

携
は
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な

る
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な

の
が
医
科
歯
科
連
携
で
あ

る
。
骨
吸
収
抑
制
薬
治
療
で

はM
RON

J

へ
の
配
慮
が

不
可
欠
で
あ
り
、
安
全
な
治

療
の
た
め
に
は
投
薬
前
の
口

腔
内
評
価
、
必
要
な
歯
科
治

療
、
投
薬
後
の
継
続
的
な
口

腔
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。

　
さ
ら
に
急
性
期
病
院
だ
け

で
完
結
さ
せ
ず
、
か
か
り
つ

け
医
や
地
域
歯
科
、
介
護
職

と
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
治

療
継
続
は
よ
り
確
実
に
な

る
。
紹
介
状
や
診
療
情
報

提
供
書
を
活
用
し
、
医
師
と

歯
科
医
師
が
双
方
向
に
情
報

共
有
す
る
仕
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
骨
粗
鬆
症
診
療
の
質

は
、
優
れ
た
薬
剤
選
択
だ
け

で
は
決
ま
ら
な
い
。
医
科
歯

科
連
携
と
多
職
種
協
働
を
通

じ
て
、
患
者
を
長
く
支
え
る

体
制
づ
く
り
こ
そ
、
真
の
再

骨
折
予
防
に
つ
な
が
る
。

青森労災病院
岩 崎 弘 英  先生

お知らせ

　当会で岩崎弘英先生を
講師に昨年 12 月に行った
「骨粗鬆症診療アップデー
ト～医科歯科連携にも触れ
て～」の講演要旨が全国保
険医新聞の「第 3036 号」
（2026 年４月５日発行）に
掲載されていますので、ぜ
ひご覧ください（保団連情
報サービスに登録すると
保団連 HP で新聞を読むこ
とができます（登録無料）
https://hodanren.doc-net.
or.jp/johoservice-info/）。
　講演要旨を書いた当会の
米持武美副会長は、最新の
骨粗鬆症の治療について知
ることができ、口腔衛生管
理の重要性を改めて確認で
きたとコメントしました。

保団連情報サービスは
こちらから登録可能です

「ふえる」スピードがアップ！

保険医年金 受付期間 4月1日～ 5月25日まで

元本回復

期間

1年 7ヵ月 短縮 ➡ 月　払 2年 5ヵ月 

10ヵ月 短縮 ➡ 一時払 1年 2ヵ月

 予定利率 1.225％　（2026年1月1日現在）

加入口数
月　払1口1万円 　30口限度（30万円 /月）
一時払1口50万円1回につき40口（2,000万円）

加入資格 満74歳までの協会会員
（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）

「へらない」安心・ふえる「楽しみ」

・
こ
れ
ら
の
お
薬
は
受
診

が
必
要
な
人
に
と
っ
て
は

と
て
も
必
要
で
あ
り
、
そ

う
で
も
な
い
人
が
薬
局
で

買
う
の
と
同
等
に
扱
う
必

要
は
な
い
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
は

治
ら
ず
受
診
す
る
方
が
多

い
。
そ
の
区
別
は
必
要
と

思
わ
れ
る
。

・
市
販
薬
で
対
応
し
て
い
る

の
は
、
受
診
で
き
な
い
何

ら
か
の
理
由
が
あ
る
か
ら
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。
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」

新点数検討会（歯科）

　届出が必要となっている新点数や新たに施設基準が設けられた点数など、届
出が必要となっている点数を 6月 1日から算定するには、5月 7日から届出が
可能で、6月 1日までに受理される必要があります。
　施設基準の要件審査には 2週間程度かかるとされているため、提出時期にご
留意ください。また、昨年 8月から厚生局からの届出受理通知がなくなったた
め、受理状況は厚生局のHPで確認してください。

◆新設または施設基準創設（一部のみ抜粋）

医科
・ 電子的診療情報連携体制整備加算
・ 再診料の注13、地域包括診療料の注4に規定する外来データ提出加算
・ 口腔管理連携加算
・ 生活習慣病管理料（Ⅰ）（Ⅱ）の注4に規定する充実管理加算1・2
・ プログラム医療機器等指導管理料の注3の施設基準
・ 在宅療養支援診療所（別添1の第9の1の（２）のア）
・ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に規定する持続陽圧呼吸療法充実管理
体制加算

・ 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注5に関する施設基準
・ 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）の注5及び注6に関する施設基準（注6
は令和9年6月1日以降に引き続き算定する場合）

歯科
・ 電子的歯科診療情報連携体制整備加算1・2
・ 歯科疾患管理料の注12に規定する特別管理加算
・ 口腔機能実地指導料
・ 地域支援・外来医薬品供給対応体制加算1・2・3
・ 歯科吸入麻酔または歯科静脈麻酔（Ⅱ）
・ 3次元プリント有床義歯
・ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注5に関する施設基準
・ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）の注5及び注6に関する施設基準（注
6は令和9年6月1日以降に引き続き算定する場合）

・ 歯科技工所ベースアップ支援料

◆改めて届出が必要な項目（一部のみ抜粋）

医科
・ 在宅時医学総合管理料、施設入居時等医学総合管理料
・ 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）（Ⅱ）、入院ベースアップ評価料

歯科
・ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）（Ⅱ）

届出の出し忘れに届出の出し忘れに　　　　
6月から算定するには

6月1日までに受理される必要

手数料を引き下げて加入者へ還元！
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学校健診で「要受診」でも

ほぼ半数が受診せずほぼ半数が受診せず

「要受診」視力検査で小学校 3割超え、中学校 4割超え

　健診の結果、「要受診」とされた割合が高かったのが「視力検査」と「耳鼻咽
喉科」、「歯科」です（表1）。視力検査では小学生の33.8％、中学生の43.1％、
特別支援学校の34.9％の子どもたちが要受診となっています。
　そのうち実際に受診したのは小学生で43.6％、中学生26.4％、特別支援学
校30.4％と半数に満たず、未受診が5割を超えました。
　高校生では要受診者は22.4％と低いのが特徴ですが（既に視力矯正を行っ
ていると考えられる）、受診したのは19.1％のみで、8割が未受診となってい
ます。
　「耳鼻咽喉科」では、高校生では受診者の1割、小中
では2割、特別支援学校では3割を超える子どもが「要
受診」となりましたが、特別支援学校の47.2％、小学
生の53.8％、中学生の74.8％、高校生の84.1％が
未受診となっており、年齢が上がるにつれて受診率が
低くなっています。

表１．  2025年度の学校健診（検診）の結果（回答した学校における人数合計と割合）

健診を受けた人数 「要受診」 実際に受診 「未受診」
人数 割合 人数 割合 人数 割合

眼科

小学校 16,335人 1,381人 8.5% 765人 55.4% 616人 44.6%
中学校 7,619人 537人 7.0% 198人 36.9% 339人 63.1%
高校 7,062人 259人 3.7% 60人 23.2% 199人 76.8%
支援学校 458人 45人 9.8% 25人 55.6% 20人 44.4%

視力検査

小学校 16,696人 5,651人 33.8% 2,465人 43.6% 3,186人 56.4%
中学校 7,977人 3,441人 43.1% 910人 26.4% 2,531人 73.6%
高校 8,568人 1,915人 22.4% 365人 19.1% 1,550人 80.9%
支援学校 424人 148人 34.9% 45人 30.4% 103人 69.6%

耳鼻咽喉科

小学校 12,983人 3,336人 25.7% 1,541人 46.2% 1,795人 53.8%
中学校 3,859人 922人 23.9% 232人 25.2% 690人 74.8%
高校 3,944人 503人 12.8% 80人 15.9% 423人 84.1%
支援学校 451人 163人 36.1% 86人 52.8% 77人 47.2%

聴力検査

小学校 12,549人 155人 1.2% 89人 57.4% 66人 42.6%
中学校 5,675人 39人 0.7% 24人 61.5% 15人 38.5%
高校 5,836人 39人 0.7% 10人 25.6% 29人 74.4%
支援学校 303人 10人 3.3% 8人 80.0% 2人 20.0%

内科

小学校 16,523人 823人 5.0% 367人 44.6% 456人 55.4%
中学校 7,765人 219人 2.8% 95人 43.4% 124人 56.6%
高校 8,512人 95人 1.1% 14人 14.7% 81人 85.3%
支援学校 463人 7人 1.5% 7人 100.0% 0人 0.0%

運動器検診

小学校 16,110人 119人 0.7% 77人 64.7% 42人 35.3%
中学校 7,763人 128人 1.6% 65人 50.8% 63人 49.2%
高校 8,220人 43人 0.5% 10人 23.3% 33人 76.7%
支援学校 463人 3人 0.6% 2人 66.7% 1人 33.3%

歯科

小学校 16,611人 5,362人 32.3% 2,479人 46.2% 2,883人 53.8%
中学校 7,730人 1,870人 24.2% 480人 25.7% 1,390人 74.3%
高校 8,409人 2,480人 29.5% 333人 13.4% 2,147人 86.6%
支援学校 450人 194人 43.1% 92人 47.4% 102人 52.6%

具体的な事例

【小学校】
・ 教室以外の場面（校外など）でのフォローも必要。矯正視力のでない児童もみ
られる。(眼鏡でもC以下）

・ 未受診者で授業中に眉間にしわを寄せたり、黒板の字が見えないと訴える。
・ 3年連続尿検査で治療勧告を出しているが医療機関の受診に至っていない。
保護者の許可をもらい学校から直接受診予定の医療機関に連絡を行った。

・ 視力検査で要受診児童が多いが、未受診者も多いため各学級で座席配慮に困
ってる。小児生活習慣病検診を実施しているが、受診率が低く困っている。
肥満傾向の児童は増加している。

【中学校】
・ 日常生活で困り感がない生徒の受診がすすまない。眼鏡を作っても黒板の字
は見えると言い学校で使用しない。

・ 小学校時からのD判定の生徒の受診がすすまない。

【高校】
・就職試験への影響。
・ 受診勧告書の提出を促しているが現状ではほとんど提出が見られない。保護
者も生徒から勧告書を受け取らない限り健康上の問題に気づかず、結果とし
て受診につながっていない可能性がある。そのため冬の三者面談の際に、未
提出の生徒に改めて声掛けを行う予定。またう歯率は昨年度より減少してい
るものの依然として平均より高い傾向がある。今後は食生活の見直しや歯磨
きの徹底を呼びかけるとともに、学校内の自動販売機で販売されている飲み
物の内容についても見直していく必要があると考えている。

・ 視力については眼科での医療費は高校生も助成を受けられるようになったが、
眼鏡やコンタクトレンズの費用は自費のためほかの診療科よりハードルが高
いようだ。

45 校に口腔崩壊とみられる児童・生徒

　「歯科」では小学生の32.3％、中学生の24.2％、高校生の29.5％、特別支援
学校の43.1％が「要受診」となっており、要受診の割合が高くなっています。
　小学生では46.2％、特別支援学校は47.4％と約半数が受診していますが、
中学生で受診したのは25.7％、高校生は13.4％と受診率は下がっています。
　口腔内が崩壊状態とみられるのは、小学校で24校、中学校・高校でそれぞ
れ10校、特別支援学校で１校ありました（表2）。そのうちむし歯が10本以上
は44校でした。

表２．口腔内が崩壊状態とみられる児童・生徒
いた いなかった

小学校 24校 21.1% 90校 78.9%
中学校 10校 18.9% 43校 81.1%
高等学校 10校 37.0% 17校 63.0%
支援学校 1校 16.7% 5校 83.3%

具体的な事例

【中学校】
・う歯が10本以上ある生徒は不登校のため、保健指導ができない。
・永久歯のむし歯を入学当初から3年生になった今までずっと放置してる。保
護者に直接面談をしたが、受診しなかった。

家庭や保護者任せにしない健診後治療対応が課題

　受診していない児童・生徒の状況については、「必要性を感じていない」「部
活動やスポ少、習い事などが優先され受診する時間を取れない」「保護者の体調
が不安定」「地域に医療機関が少なく、高校生になっても保護者の付き添いが必
要」などの事例がありました。
　未受診の要因として関連が深いと思われる家庭状況を尋ねたところ、「健康へ
の理解不足」「共働き」「ひとり親家庭」が多くあげられました（表3）。「未受診の
要因はそれぞれ単独で起きているのではなく、ひとり親家庭ゆえに低所得であ
り、低所得であるが故に仕事を休むとさらに給料が下がってしまうことなどか
ら、仕事を休んでまで通院させられないという家庭もある。また、そういった
背景があることで仕事で疲弊しきった保護者は子どもを生かすだけで精一杯で
大きな問題や支障が出てこない限り受診はしないのではないかと感じている」
という声もありました。家庭や保護者任せにしない受診、治療につなげる対策
が求められます。

表３．未受診の要因として関連深いと思われる家庭環境　
　　上位１～３位（３つまで選択）

健康への理解不足 共働き ひとり親家庭
小学校

（ｎ＝114） 48 42.1% 19 25.4% 18 15.8%
中学校

（ｎ＝53） 28 52.8% 24 45.3% 14 26.4%
高等学校
（ｎ＝27） 13 48.1% 8 29.6% ※1 10 37.0%

※1　同率に「保護者が生徒に無関心」「近くに医療機関がない」

　当会が昨年9月に行った「学校健診後治療調査」で、県内の小中高・
特別支援学校で行われる健康診断の結果、受診が必要とされた児童・
生徒のうち、半数以上が未受診であることがわかりました。
多くの項目で未受診率 5割超え
　今回の調査は県内の公立・私立の小中高・特別支援学校507校
に調査用紙を送付し、2025年度に行われた学校健診の状況等につ
いて尋ね、200校から回答が寄せられました（回答率39.4％）。

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計
送 付 数 266 146 78 17 507
回 答 数 114 53 27 6 200
回 答 率 42.9% 36.3% 34.6% 35.3% 39.4%

調査目的：①学校健診での各種健診・検査の要受診率の把握
②要受診者が受診できる環境にあるかの把握
③ 未受診の児童・生徒の学校での様子や困りごと、
健康管理や受診を阻む要因の把握

調査期間：2025 年９月 17日～ 10月 31日
対　　象： 県内すべての国立・公立・私立の小学校、中学校、

高等学校及び特別支援学校

（４面に続く）
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■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。https://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。
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。
雇

用
の
維
持
が
最
優
先
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
労
働
条

件
変
更
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
な
く
す
た
め
厚
労
省
は
労

働
条
件
明
示
の
ル
ー
ル
を
令

和
６
年
よ
り
変
更
し
、
必
ず

労
働
条
件
通
知
書
を
出
す
よ

う
に
求
め
て
い
ま
す
。

87 校でスマホ依存とみられる児童・生徒

　今回新たに調査項目に追加されたスマートフォン・ネッ
ト依存による児童・生徒の学校生活への影響に関しては、
「学校生活に支障を来している生徒がいる」と回答した学校
は4割にのぼりました（表４）。
　「寝不足で体調不良」「学業不振、居眠り、遅刻」「ゲーム
をやりたくて早退したがる」「昼夜逆転して不登校」などの事例が寄せられ、中学
生ではSNSによるトラブル（個人情報の漏えい、動画拡散、いじめ、通販サイト
の支払いトラブル）が多くみられました。
　生活の乱れによる不登校、家庭内暴力につながっているケースもあり、スマホ
所持が年々低年齢化していることから、若年の段階での対応が必要となっていま
す。
　一方で、回答の中ではスマホ・ネット依存が原因だと疑うが「把握していない」
という回答もありました。今回の調査で、家庭内だけでなく、教育現場でも対応
に苦慮していることが明らかとなったことから、できるだけ早く実態を把握し、
対応策を講じる必要があると考えます。

表４．スマートフォン・ネット依存（ＳＮＳやゲーム）で支障をきたしている児童・生徒
いる いない 把握していない 無回答

小学校 43 37.7% 52 45.6% 17 14.9% 2 1.8%
中学校 32 60.4% 11 20.8% 10 18.9% 0 0.0%
高等学校 9 33.3% 2 7.4% 14 51.9% 2 7.4%
支援学校 3 50.0% 2 33.3% 0 0.0% 1 16.7%

具体的な事例

【小学校】
・夜遅くまでゲームや動画視聴をしており、授業中に居眠りをしてしまう。
・タブレット、ゲームを夜遅くまでやって、親が怒鳴ったり取り上げたりすると、
逆切れして暴言。親子の力関係が逆になりコントロールできない状態。そのよ
うな家庭が5～6件は把握。うち1件はゲーム障害の診断で治療したが、もと
の状態に戻りつつあり。

・ゲームをやりたい気持ちを抑えきれず腹痛と言って家に帰ろうとする。
・ゲームや動画依存傾向があり、登校しぶり学業への意欲低下、友人とのトラブ
ルなどが見られる児童が増えてきている（課金やゲーム参加の強制）。

・オンラインゲーム上での悪口、仲間はずれによる友達間のトラブル。
・朝からあくび、集中力欠如。悪口のアップ。裸の写真を送るよう強要された。
【中学校】
・ 学業に身が入らない。通販サイトで買い物し、支払い等で家庭内トラブル。
・ 個人情報の漏洩。SNS上でのいじめや悪口。
・ 友達間のSNSトラブル。睡眠不足による体調不良の訴え。
・ SNSで動画拡散し、どこまで拡散されたか不安で学校を欠席していた事例。
SNS利用で人間不信になり欠席した事例がある。

・ スマホやSNS利用でのトラブルや睡眠不足、無気力な生徒がここ数年で増加し
ていると肌で感じる。子どもたちの健康を守り、生きる力を育むためには、し
っかりと統計調査を取り、国はGIGAスクール構想を押し進めるのではなく、
実態から紙の教科書に戻す。SNS利用の規制をするなどして柔軟に子どもたち
の健康や命を守って欲しいと心から思う。

【高校】
・スマホ・ネット依存により昼夜逆転の生活となった。朝から学校に登校できない。
・毎朝家の人が起こしても起きない、または暴れるなどの家庭でのトラブルあり。
・スマホ依存で朝起床が困難になり、不登校になっている生徒が複数人いる。学
校に来ても集中力が続かず早退を申し出る生徒が増えている。また保護者も登
校したくないと生徒が言えばすぐに休ませる傾向にある。家で暴れたりキレた
りする子供を登校させようとする気力や体力もなくなってきて、そのままにし
てしまうようである。もちろん、視力低下も毎年増加しているがひとり親も多
いせいか親の休みと本人の部活の休みが合わずに受診できない生徒も多い。ス
マホ時間を1～２時間にするように指導しているが、本人たちはできないと言
ってスマホ時間は減る気配もない状態で学校は困っている。

（３面から続く）

根本 薫 先生（理事）

根本小児科医院 （北上）
（開業年数：32年） 
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